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M
P・

ア
ス
ベ
ス
ト
含
む
タ
ル
ク
吸
引
に
よ
る
悪
性
胸
膜
中
皮
腫

日
本
で
初
め
て
の
労
災
認
定

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
を
目
的
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制

運
動
の
一
貫
と
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
職
業
ガ

ン

二

O
番
が
昨
年
七
月
に
実
施
さ
れ
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
阪
で
も
労
災
認
定

や
損
害
賠
償
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
石
綿
そ
の
も
の

で
は
な
い
が
、
石
綿
を
含
有
し
そ
の
危
険

性
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
た
「
タ
ル

ク
」
粉
じ
ん
を
吸
い
、
石
綿
肺
と
悪
性
胸

膜
中
皮
腫
を
発
症
し
た
、
堺
市
の
故
大
塚

信
太
郎
さ
ん
の
件
に
つ
い
て
、
主
治
医
か

ら
の
相
談
を
契
機
に
昨
年
一

O
月
に
労
災

申
請
し
、
認
定
に
向
け
て
協
力
し
て
き
て

い
た
が
、
四
月
二
四
日
、
堺
労
基
署
は
業

務
上
疾
病
と
し
て
認
定
し
た
。

ー
堺
の
故
大
塚
信
太
郎
さ
ん
(
元
ゴ
ム
工
場
労
働
者
)

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず

大
塚
さ
ん
は
、
大
正
六
年
生
ま
れ
で
昭

和
一
七
年
か
ら
秋
山
ゴ
ム
(
大
阪
市
福
島

区
野
田
付
近
)
で
地
下
足
袋
、
合
羽
、
長

靴
な
ど
の
ゴ
ム
製
品
製
造
に
従
事
し
た
。

生
ゴ
ム
原
料
を
切
断
し
、
ロ
ー
ル
機
で
ゴ

ム
シ
!
ト
に
し
、
こ
れ
を
切
断
、
加
工
し

て
製
品
に
仕
上
げ
て
い
く
が
、
こ
の
際
、

ゴ
ム
シ
l
ト
が
互
い
に
く
っ
つ
か
な
い
よ

う
に
「
打
ち
粉
」
と
し
て
タ
ル
ク
を
使
用

し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
マ
ス
ク
は
ほ
と

ん
ど
つ
か
わ
ず
、
使
っ
た
と
し
て
も
衛
生

マ
ス
ク
程
度
だ
っ
た
と
い
う
。
粉
じ
ん
物

質
と
し
て
は
他
に
も
黒
鉛
な
ど
も
使
用
し

て
い
た
。

空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
、
一
時
、
工
場
は

千
早
赤
坂
村
に
移
転
、
昭
和
二
0
年
代
後

半
に
は
堺
市
戎
島
に
移
り
昭
和
三
七
年
に

経
営
不
振
で
日
本
ゴ
ム
(
現
社
名
は
ア
サ

ヒ
コ
l
ポ
レ
!
シ
ョ
ン
)
に
吸
収
さ
れ
同

時
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
大
塚
さ
ん
は
現
場

で
働
い
た
。
そ
の
年
に
、
新
大
阪
ゴ
ム

(
大
阪
市
西
淀
川
区
千
舟
付
近
)
に
転
職
、

こ
こ
で
は
製
造
部
長
を
勤
め
、
ほ
と
ん
ど

現
場
作
業
に
は
タ
ッ
チ
し
な
か
っ
た
が
、

昭
和
四
七
年
頃
の
健
診
で
「
じ
ん
肺
」
を

指
摘
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
四
八
年

倒
産
と
と
も
に
退
職
し
た
。

大
塚
氏
の
生
前
の
お
話
し
に
よ
る
と
、

息
苦
し
さ
は
年
齢
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
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J?2，4，25 毎日新苛l

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
「
太
り
す
ぎ
か

な
と
も
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
悪
性
中
皮
腫
と
い
う
不
治

の
病
魔
に
襲
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
悪

性
中
皮
腫
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
原
因
と
す
る

疾
病
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
職
歴
上
ア
ス

ベ
ス
ト
を
扱
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
が
壁

だ
っ
た
が
、
職
歴
に
つ
い
て
の
本
人
、
同

僚
の
聴
き
取
り
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含

有
し
て
い
る
「
タ
ル
ク
」
に
行
き
当
た
っ

た。
生
前
、
聴
き
取
り
や
お
見
舞
い
で
何
度

か
お
会
い
し
た
が
、
そ
の
た
び
ご
と
に
し

ん
ど
さ
が
ま
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
つ
た
。

特
に
胸
の
痛
み
を
強
く
訴
え
て
お
ら
れ
、

心
中
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ご
家
族
も
大
変
心
配
さ
れ
て
い
た
。

労
災
申
請
は
、
最
終
事
業
場
が
堺
市
と

い
う
こ
と
で
堺
労
基
署
に
申
請
し
た
。
労

基
署
で
も
症
状
や
職
歴
を
前
向
き
な
姿
勢

で
調
査
し
、
前
例
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
因
果
関
係
が
明
確
な
こ
と
か
ら
今
回

に
認
定
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

タ
ル
ク
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康

障
害
の
う
ち
肺
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
昨
年

5
月
に
労
働
保
険
審
査
会
で
や
っ
と
労
災

認
定
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
泉

大
津
市
の
オ
l
ツ
タ
イ
ヤ
の
労
働
者
で
泉

大
津
労
基
署
が
不
支
給
処
分
と
し
て
い
た

も
の
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
大
塚
さ
ん

の
場
合
は
、
タ
ル
ク
に
よ
る
も
の
と
し
て

は
二
例
目
、
悪
性
中
皮
腫
で
は
初
め
て
の

ケ
l
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
聞
記
事

に
も
あ
る
よ
う
に
学
会
で
も
報
告
例
は
な

い
と
の
こ
と
で
、
タ
ル
ク
の
危
険
性
と
石

綿
被
害
の
広
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
今
後
、
タ
ル
ク
中
の
ア
ス
ベ

ス
ト
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
し
た
規
制
が

設
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

な
お
、
以
下
に
、
今
回
の
問
題
に
対
し

て
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
熊
谷
信
二
氏

(
大
阪
府
立
公
衆
衛
生
研
究
所
)
に
タ
ル

ク
と
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、
故
大
塚
さ

ん
の
主
治
医
大
成
功
一
医
師
(
市
立
堺
病

院
内
科
)
に
臨
床
医
と
し
て
の
報
告
を
よ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
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二
、
三
年
前
に
小
学
校
の
天
井
や
壁
の

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
問
題
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
時
に
新
聞
な
ど
で
品
質
の

悪
い
ベ
ビ

l
パ
ウ
ダ
ー
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
ベ
ビ

l
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
で
あ
る
タ

ル
ク
に
不
純
物
と
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
大
阪
で
一
九
四

二
年
か
ら
二

0
年
間
ゴ
ム
工
場
で
働
い
て

い
た
労
働
者
が
石
綿
肺
と
悪
性
中
皮
腫
に

な
り
、
今
年
二
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

ゴ
ム
製
品
製
造
過
程
で
は
充
て
ん
剤
や
打

ち
粉
と
し
て
タ
ル
ク
を
使
い
ま
す
。
安
全

セ
ン
タ
ー
で
は
タ
ル
ク
に
含
ま
れ
る
ア
ス

ベ
ス
ト
が
原
因
と
確
信
し
、
昨
年
一

O
月

か
ら
こ
の
労
災
認
定
に
取
り
組
み
、

こ
の

タ
ル
ク
と
は

問
題
を
き
っ
か
け
に
し
て
タ
ル
ク
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

タ
ル
ク
と
い
う
の
は
「
滑
石
(
か
っ
せ

き
)
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
白
い
石
で
す
。

含
ま
れ
る
不
純
物
の
種
類
に
よ
っ
て
は
少
柵

し
緑
が
か
っ
た
色
を
し
て
い
ま
す
。
昔
、
牒

地
面
に
絵
を
画
く
の
に
「
ろ
う
石
」
を
使
仰

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
タ
ル
ク
や
葉
ろ
う
列

石
で
す
。
産
業
用
に
は
原
石
を
粉
砕
し
て

非
常
に
細
か
い
粉
に
し
て
使
用
し
ま
す
。
表

産
業
利
用
の
分
野
は
表
l
に
示
す
よ
う
に

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ム
製
造
で

は
充
填
剤
と
し
て
ゴ
ム
の
中
に
混
ぜ
た
り
、

ゴ
ム
同
士
が
く
っ
つ
く
の
を
防
ぐ
た
め
に

打
ち
粉
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
製
紙
用
に

も
使
わ
れ
、
充
て
ん
、
つ
や
出
し
、
イ
ン

キ
の
散
り
防
止
、
な
め
ら
か
さ
の
向
上
な

fE待虻才ライトのすハ之」環新勘九 ~5fl)

充填剤，塗被剤，顔料

充填剤，増量剤，仕上げ剤

補強充填剤，増量剤，加工性増進剤，打粉剤

稀釈分散剤，効果持続性増進剤

外用散剤 ，軟コウ基剤，整型，ろ過増進剤

顔料，沈降防止剤，増量剤，流動性増進剤

基剤，顔料，滑り剤

充填増加剤

顔料，可塑剤，充填剤

窯業，ガラス工業などにおける白色彩薬，磁器原料，打粉剤

用

用

用

農薬用

医薬用

顔料・ペイント用

化粧品用

プラスチック用

鉛筆用

その他

紙

維

ム

製

織

ゴ
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ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ベ

ビ
l
パ
ウ
ダ
ー
や
「
お
し
ろ
い
」
は
ま
さ

に
タ
ル
ク
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
他
に
白

い
色
を
し
て
い
る
の
で
顔
料
な
ど
に
も
使

用
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
も
北
海
道
、
岩
手
、
福
島
、
茨

城
、
群
馬
、
埼
玉
、
静
岡
、
岐
阜
、
奈
良
、

和
歌
山
、
標
語
、
岡
山
、
山
口
、
愛
媛
、

高
知
、
徳
島
、
福
岡
、
長
崎
、
熊
本
な
ど

に
多
く
の
タ
ル
ク
鉱
山
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
関
東
と
兵
庫
な
ど
の
わ
ず
か
の
鉱

山
が
稼
働
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
国
内
生

産
量
は
一
九
四
八
年
の
一
・
三
万
人
J

か
ら

七
四
年
の
一
七
・
八
万
人
J

ま
で
増
加
し
ま

す
が
、
以
降
減
少
し
、
八
五
年
に
は
二
・

四
万
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
輸
入
量
は
一

九
四
八
年
の
六
0
0
ト
ン
か
ら
増
加
し
続
け

八
四
年
に
は
約
六
O
万
~
に
な
っ
て
い
ま

す
。
輸
入
元
は
中
園
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、

米
園
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
す
。

タ
ル
ク
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト

タ
ル
ク
の
産
状
に
は
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
ド
ロ
マ
イ
ト
や
マ
グ
ネ
サ
イ
ト

な
ど
の
石
灰
質
岩
石
が
熱
水
変
質
作
用
を

受
け
て
タ
ル
ク
に
な
っ
た
も
の
、
そ
し
て

も
う
ひ
と
つ
は
蛇
紋
岩
な
ど
の
起
塩
基
性

岩
が
熱
水
変
質
作
用
を
受
け
て
タ
ル
ク
に

タルクおよびベビーパウダー中の共存鉱物と石綿の定量結果
以 140員)

構成鉱物

タ 緑 ク 角 雲 石
試料名 産 地 リ 石綿含有量

ノレ 泥 ソ 閃

石 イタ 石 母 英
(クリソタイル〉

ク
ノレ

タノレク

米米中中中パ日国国キ((紬カ本国国国岩リλ〈〔〔(フ・広不秩遼モォ西タンルタ・海ニ寧明父ナン域7)) 〕) ) 〉

⑨ ⑨ 一
一

2 。 trance 
3 ⑨ 。。。 0.85% 
4 s 

。 0.95% 
5 。。 一
6 
7 ⑨ 
8 ⑨ ⑨ 。。 2.6% 
9 。。。 0.25% 
1 0 ⑨ ⑨ 

trance 
1 1 。
1 2 ⑨ 。 一

T -
⑨ ⑨ 
。8 1.2% 

T - 2 0.15""'0.2 % 
T - 3 ⑨ 
T - 4 ⑨ 。 0.5 ""'0.55% 
T - 5 ⑨ 

ベビーパウダー
A 。。。。 。 0.4% /O 
B 1.8 
C 
D 0.4% % % 
E 0.3 
F 0.9 
G 一

表2

一無し又は測定限界以下• trance (く0.1%) 0微量。やや多い⑥主成分

-4-



な
っ
た
も
の
で
す
。

蛇
紋
石
系
の
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
る
ク
リ

ソ
タ
イ
ル
は
タ
ル
ク
と
同
種
の
成
分
(
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ケ
イ
素
、
酸
素
、
水
素
)

か
ら
な
り
、
安
定
領
域
は
タ
ル
ク
と
接
し

て
い
る
た
め
、
タ
ル
ク
と
共
存
す
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
純
物

と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
を
含
ん
で
い
る

場
合
に
は
、
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
、
ア
ク
チ
ノ

ラ
イ
ト
、
ア
ン
ソ
フ
ィ
ラ
イ
ト
な
ど
角
閃

石
系
の
ア
ス
ベ
ス
ト
も
共
存
し
て
い
ま
す
。

表
2
に
タ
ル
ク
の
分
析
例
を
示
し
ま
す
。

主
要
な
輸
入
元
で
あ
る
中
国
産
の
タ
ル
ク

八
種
類
中
、
五
種
類
に
、
ま
た
韓
国
・
朝

鮮
産
の
タ
ル
ク
五
種
中
、
三
種
類
に
ク
リ

ソ
タ
イ
ル

(
0
・一

I
二
・
六
%
)
が
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
産
、
韓

国
産
、
各
一
種
類
で
は
角
閃
石
が
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
析
で
は
角
閃
石
の

種
類
ま
で
は
同
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア

ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
、
ア
ン
ソ
フ
ィ
ラ
イ
ト
、

ト
レ
モ
ラ
イ
ト
な
ど
の
角
閃
石
族
の
ア
ス

ベ
ス
ト
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
日
本
産

の
タ
ル
ク
に
つ
い
て
は
秩
父
(
埼
玉
県
)

の
も
の
し
か
分
析
例
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

角
閃
石
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
表

2
に
は
、
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
た
七
種

類
の
ベ
ビ

l
パ
ウ
ダ
ー
の
分
析
結
果
も
示

し
て
い
ま
す
が
、
五
種
類
に
ク
リ
ソ
タ
イ

ル

(
0
・
三

i
一
・
八
%
)
が
、
ま
た
三

種
類
に
角
閃
石
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
分
析
結
果
は
、
圏
内
で
使
用
さ
れ

て
い
る
タ
ル
ク
中
に
か
な
り
一
般
的
に
ア

ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
産
の
タ
ル
ク
は
上
述
し
た

産
状
の
後
者
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
そ
の
分

布
は
蛇
紋
岩
の
分
布
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
か
、
蛇
紋
岩
を
粉
砕
し
た
も
の

が
、
タ
ル
ク
と
い
う
名
前
で
市
販
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
蛇
紋
石
系
の
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
る

ク
リ
ソ
タ
イ
ル
が
相
当
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

タ
ル
ク
に
よ
る
健
康
障
害

タ
ル
ク
鉱
山
な
ど
で
働
く
労
働
者
に
じ

ん
肺
(
タ
ル
ク
肺
)
が
発
症
す
る
こ
と
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
不
純

物
で
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
起
因
す
る
健
康

障
害
も
タ
ル
ク
労
働
者
に
見
ら
れ
、
最
近

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
東
ド
イ
ツ
の
中
央
労
働
医
学
研
究
所

の
コ
ネ
ツ
ケ
氏
ら
は
、
同
国
の
癌
登
録
よ

り
、
一
九
七

0
1七
五
年
ま
で
の
六
年
間

に
悪
性
中
皮
腫
と
し
て
登
録
さ
れ
た
九
一

五
人
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
と
の

関
連
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
全
ケ
l
ス
の

三
六
・
七
%
が
職
業
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に

曝
露
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
非
職
業
的
に

ア
ス
ベ
ス
ト
に
曝
露
さ
れ
て
い
た
人
お
よ

び
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
可
能
性
の
あ
る
人

を
含
め
る
と
、
四
六
・
一
%
の
ケ

i
ス
で

ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
職
業
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
曝
露

さ
れ
て
い
た
ケ

i
ス
の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
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含
有
タ
ル
ク
を
扱
っ
て
い
た
ケ

l
ス
も
含

め
ら
れ
て
お
り
、
一
九
・
六
%
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
悪
性
中
皮
腫
の
全
ケ
ー

ス
か
ら
見
る
と
七
・
二
%
を
占
め
て
お
り
、

具
体
的
な
職
業
と
し
て
は
ゴ
ム
・
タ
イ
ヤ

産
業
、
化
学
産
業
、
製
紙
業
、
紡
織
業
、

革
産
業
、
製
薬
業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
環
境
疫
学
労
働
衛
生

局
の
ビ
ア
ン
ナ
氏
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
中
で
悪
性
中
皮
腫
の
催
患
率
が
高
い

六
つ
の
郡
に
お
い
て
、
患
者
の
職
歴
な
ど

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
三
一
ケ

i
ス
の
中

で
二
四
人
が
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
可
能
性

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
タ
ル
ク
と
の
関
連
で

は
男
性
の
タ
ル
ク
鉱
山
四
人
、
製
紙
工
場

三
人
、
農
業
七
人
が
、
女
性
の
タ
ル
ク
労

働
者
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
働
者
補
償
委
員

会
の
パ

l
ネ
ス
氏
ら
は
、
同
国
で
一
九
六

0

1七
二
年
の
問
、
装
飾
品
製
造
に
従
事

し
て
い
た
労
働
者
の
悪
性
胸
膜
中
皮
腫
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ム
の
鋳
型

を
使
っ
て
鋳
造
し
、
清
浄
、
塗
装
後
、
宝

石
を
セ
ッ
ト
す
る
作
業
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
タ
ル
ク
を
鋳
型
と
鋳
造
品
の
分
離
材

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
剖
検
で
は

肺
に
含
ま
れ
て
い
た
ア
モ
サ
イ
ト
量
が
三

0
0
万
繊
維
(
五
ミ
ク
ロ
ン
以
上
)
/
乾

燥
肺
試
料
一
丹
ム
(
透
過
型
電
顕
法
)
と
正

常
人
の
六
倍
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
労
働
医
学

研
究
所
の
フ
レ
チ
シ
グ
氏
は
、
最
近
一

0

年
間
に
、
ド
イ
ツ
の
、
ド
レ
ス
デ
ン
地
方
で
見

ら
れ
た
腹
膜
中
皮
腫
患
者
九
人
に
つ
い
て

報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
職
業
的
に

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
タ
ル
ク
の
曝
露
を
受
け

て
い
た
者
二
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一

人
は
製
薬
工
場
で
働
き
(
一
九
四
九

1
七

一
年
)
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
ペ
ー
パ
ー

フ
ィ
ル
タ
ー
と
タ
ル
ク
に
曝
露
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
一
九
八
四
年
に
中
皮
腫
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
人
は
砂
糖
菓

子
製
造
に
従
事
し
(
一
九
二
七

1
二
八
お

年
)
、
分
離
材
と
し
て
使
用
し
て
い
た
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
タ
ル
ク
に
曝
露
さ
れ
、
一

九
六
七
年
に
悪
性
中
皮
腫
で
死
亡
し
て
い

ま
す
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の
産
業
衛
生

学
科
の
ク
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
氏
ら
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
タ
ル
ク
鉱
山
の
採
掘
・
粉

砕
労
働
者
の
死
亡
割
合
に
関
す
る
疫
学
調

査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
ル
ク
に

は
蛇
紋
石
、
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
、
カ

i
ボ
ネ

l
ト
、
遊
離
珪
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

調
査
結
果
に
よ
る
と
肺
お
よ
び
胸
膜
の
癌

に
よ
る
死
亡
割
合
が
、
米
国
白
人
男
性
の

死
亡
割
合
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た
期
待

値
に
比
較
し
て
有
意
に
上
昇
し
て
い
ま
し

た。
圏
内
で
は
労
働
省
産
業
医
学
総
合
研
究

所
の
神
山
氏
の
症
例
報
告
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
秩
父
産
の
タ
ル
ク
に
は

ア
ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
(
角
閃
石
系
の
ア
ス
ベ

ス
ト
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
タ
ル
ク

の
粉
砕
作
業
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
に

石
綿
肺
が
見
ら
れ
、
生
検
肺
組
織
お
よ
び

肺
胞
洗
浄
液
か
ら
ア
ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
が
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
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神
山
氏
は
大
阪
府
下
の
タ
イ
ヤ
製
造
工

場
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
の
肺
癌
例

も
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の
労
働
者
は
タ

イ
ヤ
製
造
工
程
に
お
い
て
タ
ル
ク
を
打
粉

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
タ
ル

ク
に
は
ア
ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
が
含
ま
れ
て
お

り
、
肺
の
剖
検
資
料
か
ら
も
か
な
り
の
量

の
ア
ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す。
タ
ル
ク
取
り
扱
い
労
働
者
に
注
目
を

大
阪
の
ゴ
ム
工
場
で
働
い
て
い
た
労
働

者
に
発
症
し
た
石
綿
肺
、
悪
性
中
皮
腫
の

労
災
認
定
に
取
り
組
む
中
で
、
圏
内
で
も

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
障
害
を
発
症
し

た
タ
ル
ク
関
連
の
労
働
者
が
既
に
二
例
あ

る
こ
と
、
ま
た
諸
外
国
に
お
い
て
も
報
告

の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

産
業
現
場
で
は
タ
ル
ク
は
非
常
に
細
か

い
粉
末
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
飛

散
し
や
す
く
、
こ
の
た
め
工
場
内
の
タ
ル

ク
粉
じ
ん
の
濃
度
は
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
粉
じ
ん
の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま

れ
て
い
る
と
す
る
と
、
タ
ル
ク
を
扱
う
労
で
ア
ス
ベ
ス
ト
産
業
と
し
て
あ
ま
り
考
慮

働
者
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
障
害
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
産
業
で
も
ア
ス
ベ
ス

引
き
起
こ
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
ト
ば
く
露
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
る
必
要

で
す
。
表
l
に
示
す
よ
う
に
、
タ
ル
ク
は
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
な

多
く
の
産
業
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
造
ど
で
過
去
の
職
歴
の
調
査
の
際
に
は
こ
れ

船
や
保
温
工
な
ど
ア
ス
ベ
ス
ト
そ
の
も
の
ら
の
産
業
も
念
頭
に
お
く
こ
と
、
ま
た
今

を
扱
っ
て
き
た
労
働
者
と
比
較
す
る
と
、
後
、
タ
ル
ク
労
働
者
を
対
象
と
し
た
疫
学

タ
ル
ク
労
働
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
量
調
査
の
実
施
な
ど
も
望
ま
れ
ま
す
。

、ssssssssssss蕊
sssssssssssssssssssss総

繍
占
人
回
以
正
比
例
爪
W
晶
胸
晴
成
・
州
市
南
反
眠
膿
爪
W
払
m-W
胤
剛
ド
ル
制
判
ヲ
@
憾

納

ま

で

闘

機

大

成

功

一

(

市

立

堺

病

院

・

内

科

)

機

嫌

隠

滅
蕊
怒
蕊
怒
蕊
蕊
遼
蕊
蕊
選
蕊
ミ
ミ
蕊
蕊
蕊
蕊

3

S
蕊
総
選
蕊
蕊
蕊

S
S
S
S蕊
選
蕊
蕊

S
S蕊
蕊
蕊
総
選

S
S
S蕊

Nsssss

大
塚
氏
が
原
因
不
明
の
胸
水
で
入
院
さ
反
省
を
こ
め
て
経
過
を
振
り
返
り
、
今
後

れ
た
の
は
一
九
九
O
年
一
月
五
日
で
あ
る
。
の
教
訓
と
し
た
い
。

こ
の
と
き
、
胸
膜
中
皮
腫
を
一
度
は
疑
い

0

0

0

な
が
ら
、
職
業
歴
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
や
タ
大
塚
氏
は
内
科
初
診
の
五
年
前
、
当
院

ル
ク
の
使
用
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
科
で
胆
石
の
手
術
を
受
け
て
い
る
。
退

診
断
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
院
後
、
外
科
外
来
に
定
期
的
な
通
院
を
続

そ
の
た
め
確
定
診
断
が
・
出
来
た
の
は
第
二
け
て
い
た
。
八
九
年
十
二
月
末
ご
ろ
よ
り

回
目
の
入
院
の
九
一
年
七
月
に
な
っ
て
か
急
に
階
段
を
登
る
時
な
ど
に
息
苦
し
さ
を

ら
で
あ
っ
た
。
一
年
半
の
診
断
の
遅
れ
に
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
O
年
一
月
五
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日
、
外
科
受
診
時
に
そ
の
こ
と
を
訴
え
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
る
と
、
右

胸
腔
に
中
等
度
の
胸
水
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
内
科
紹
介
さ
れ
、
胸
水
の
原

因
の
精
密
検
査
の
た
め
即
日
入
院
と
な
っ

た。
胸
腔
に
カ
デ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
吸
引
排

液
す
る
と
、
胸
水
六
O
O
M
が
排
液
さ
れ

た
。
出
来
る
限
り
排
液
し
た
の
ち
胸
部
断

層
写
真
を
撮
り
、
肺
炎
・
肺
結
核
・
肺
ガ

ン
の
特
徴
的
な
陰
影
が
あ
る
か
ど
う
か
を

判
定
し
た
。
し
か
し
、
肺
内
に
異
常
陰
影

は
認
め
ら
れ
な
い
。
胸
水
を
細
菌
培
養
、

細
胞
診
そ
の
他
の
検
査
に
出
す
が
、
特
異

的
な
所
見
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

に
通
常
検
査
で
原
因
不
明
の
胸
水
は
主
治

医
泣
か
せ
で
あ
る
。

次
の
段
階
で
診
断
の
た
め
に
取
ら
れ
る

方
法
と
し
て
は
、
生
検
針
に
よ
る
胸
膜
生

検
か
、
抗
結
核
剤
の
試
験
的
投
与
(
診
断

的
治
療
と
呼
ば
れ
、
投
与
し
て
胸
水
が
消

失
す
れ
ば
結
核
性
と
考
え
る
)
が
あ
る
。

こ
の
ケ
l
ス
で
は
後
者
を
選
択
し
、
一
月

一
三
日
か
ら
投
与
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
抗
結
核
剤
の
投
与
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
胸
水
は
二
週
間
に
わ
た
っ
て
増

え
続
け
た
。
ま
た
、
昭
疾
細
胞
診
で
一
度

だ
け
だ
が
、
癌
の
疑
い
の
あ
る
細
胞
が
見

つ
か
っ
た
。
追
い
か
け
る
よ
う
に
暖
声
が

出
現
し
た
。
ま
た
、
胸
部
C
T
、
胸
部
断

層
写
真
で
横
隔
膜
に
石
灰
化
を
と
も
な
う

細
長
い
胸
膜
把
厚
を
数
条
認
め
た
。
こ
れ

は
ア
ス
ベ
ス
ト
l
シ
ス
(
石
綿
肺
)
の
胸

膜
プ
ラ
l
ク
に
酷
似
し
て
い
る
。
も
し
も

ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
歴
が
証
明
さ
れ
れ
ば
胸

膜
中
皮
腫
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
一

月
二
七
日
、
中
皮
腫
の
時
に
上
昇
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
胸
水
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
測

定
を
し
て
い
る
。
思
え
ば
こ
の
時
期
、
正

し
い
診
断
の
一
歩
手
前
に
い
た
の
だ
が
。

し
か
し
、
胸
水
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
は
正

常
値
で
あ
っ
た
。
問
診
し
て
も
患
者
の
職

業
は
「
ゴ
ム
工
場
勤
務
」
で
あ
り
、
作
業

工
程
を
詳
し
く
調
べ
て
も
ア
ス
ベ
ス
ト
を

扱
っ
た
形
跡
が
な
い
。
主
治
医
に
と
っ
て

は
悪
性
腫
療
の
疑
い
が
あ
り
な
が
ら
決
め

手
に
欠
け
る
苦
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
家

族
へ
の
病
状
説
明
で
開
胸
胸
膜
生
検
を
す

る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
告
げ
る
。

家
族
は
生
検
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
が
、

主
治
医
が
強
く
勧
め
れ
ば
了
承
さ
れ
た
だ

ろ
う
。
そ
の
ま
ま
生
検
を
強
行
し
て
み
れ

ば
こ
の
時
診
断
が
つ
い
た
は
ず
だ
。
と
こ

ろ
が
、
皮
肉
に
も
こ
の
時
期
に
相
次
い
だ

次
の
二
点
が
診
断
を
中
皮
腫
か
ら
そ
ら
す

修
飾
因
子
だ
っ
た
。

第
一
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
胸
水
は
減

少
を
始
め
、
消
失
し
た
。
抗
結
核
剤
で
消

失
し
た
か
ら
に
は
結
核
性
の
可
能
性
が
高

い
。
さ
れ
な
ら
、
胸
膜
石
灰
化
も
プ
ラ
!

ク
で
は
な
く
、
古
い
結
核
性
胸
膜
炎
の
疲

痕
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
に
、
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
二
月
二
八
日
、
暖
声
で
受
診
中

の
耳
鼻
科
で
喉
頭
ガ
ン
が
見
つ
か
っ
た
。

暖
声
と
曙
疾
細
胞
診
の
結
果
は
こ
れ
で
説

明
が
つ
く
。
病
巣
は
小
さ
い
の
で
治
療
と

し
て
は
放
射
線
療
法
(
リ
ニ
ア
ッ
ク
)
で

根
治
可
能
で
あ
る
。
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結
局
こ
の
時
の
入
院
で
は
生
検
せ
ず
、

「
結
核
性
胸
膜
炎
+
喉
頭
ガ
ン
」
を
最
終

診
断
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
生
検

を
行
っ
て
中
皮
腫
と
診
断
し
た
の
は
、
一

年
半
後
、
病
状
が
悪
化
し
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
悪
性
胸
水
も
無
治
療
で
消
失

す
る
こ
と
も
あ
る
。
一
つ
の
癌
が
見
つ
か

っ
て
も
、
も
う
ひ
と
つ
重
複
癌
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
初
回
入
院
で
生
検
し
な
か
っ

た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
臨
床
家
と
し
て
、

も
っ
て
銘
す
べ
し
、
で
あ
ろ
う
。

診
断
が
確
定
し
て
か
ら
あ
わ
て
て
安
全

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露

歴
を
洗
い
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
原
因
は

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
た
。
ゴ
ム
工

場
で
は
製
品
が
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に
、

タ
ル
ク
を
「
打
ち
粉
」
と
し
て
ゴ
ム
表
面

に
ま
ぶ
す
。
こ
の
「
打
ち
粉
」
を
容
疑
ア

リ
と
し
て
疑
っ
た
の
は
安
全
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。
「
打
ち
粉
」
の
成
分
を
タ
ル
ク
と

特
定
し
、
文
献
を
あ
さ
っ
て
含
ま
れ
る
ア

ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
危
険
性
を
証
明
し
た
の

は
別
稿
を
書
か
れ
て
い
る
熊
谷
さ
ん
で
あ

る
。
私
は
一
臨
床
医
と
し
て
は
職
業
歴
に

は
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
が
、
作
業
工
程
に
当
事
者
さ
え
知
ら
な

い
落
と
し
穴
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
考
慮

し
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
自
分
で
「
打
ち

粉
」
ま
で
聞
き
出
す
こ
と
が
出
来
て
い
て

も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
し
か
念
頭
に
な
か
っ
た

の
で
タ
ル
ク
の
こ
と
ま
で
は
思
い
つ
か
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
安
全
セ
ン
タ
ー

と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
大
阪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
賜
物
で
あ
る
。

大
塚
氏
は
忍
耐
づ
よ
く
闘
病
生
活
を
送

ら
れ
、
今
年
二
月
一
日
永
眠
さ
れ
た
。
御

冥
福
祈
り
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
労
災
白
書

深
刻
化
す
る
労
働
災
害
・
・
・
・
・
・
関
わ
れ
る
日
本
の
国
際
性

全
国
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
編

A
5版
一

二

八

頁

(
定
価
)
一
(
)
三
O
円
(
送
料
別
)

目

次

〔
第
一
部
〕
・
増
加
し
つ
づ
け
る
外
国
人
労
働
者
の
労
働
災
害

-
悪
質
な
労
災
曙
し

-
労
働
し
て
も
労
働
者
と
さ
れ
な
い
外
国
人

〔
第
二
部
〕
・
死
ん
で
ま
で
差
別
さ
れ
る
外
国
人

〔

資

料

〕

・

関

係

団

体

一

覧

・

労

働

省

通

達

※
お
申
込
み
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ

他
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ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
職
業
ガ
ン
一
一

O

番

開

設

四

/

二

八

昨
件
件
ヰ
仰
い
つ
“
つ
事
。
ニ
岡
山
口
出
、

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
職
業
ガ
ン
二

O
番
が
、
四
月
二
八
日
、
全
国
一
二
都
道

府
県
(
東
京
、
新
潟
、
神
奈
川
、
大
阪
、

愛
媛
、
広
島
、
高
知
、
愛
媛
、
熊
本
、
大

分
、
宮
崎
)
一
四
ヶ
所
で
開
設
さ
れ
た
。

昨
年
七
月
に
つ
。
つ
い
て
二
回
目
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
曝
露
歴
の
あ
る
労
働
者
、
石
綿
肺

・
肺
ガ
ン
・
悪
性
中
皮
腫
な
ど
の
健
康
被

害
を
受
け
た
労
働
者
ま
た
は
遺
族
・
家
族

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
よ
う
と
い
う
も

の
。
本
誌
で
も
報
告
し
て
き
て
い
る
よ
う

に
、
昨
年
の
一
一

O
番
を
き
っ
か
け
に
各

地
で
労
災
認
定
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
て
お
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
社

会
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
成
果
を
あ

げ
て
き
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
れ
を
さ
ら

に
進
め
る
と
と
も
に
、
社
会
党
の
ア
ス
ベ

ス
ト
規
制
法
案
が
今
国
会
で
提
出
さ
れ
る

ふ
エ
間
同
一

こ
と
に
あ
わ
せ
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
被
害

実
態
を
法
案
審
議
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

当
日
の
相
談
件
数
は
、
午
後
三
時
ま
で

で
二
六
件
と
昨
年
の
件
数
を
下
回
っ
た

が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
か
ら
の
深
刻
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

船
内
電
気
工
事
で
悪
性
中
皮
腫
に

当
安
全
セ
ン
タ
ー
で
も
、
吹
き
つ
け
材

な
ど
建
築
物
関
係
の
相
談
を
含
め
て
、
約

二
O
件
の
電
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も

深
刻
だ
っ
た
の
は
、
造
船
所
で
船
内
電
気

工
事
に
従
事
し
て
悪
性
中
皮
腫
を
発
症
し

た
男
性
の
家
族
か
ら
の
相
談
で
、
当
日
セ

ン
タ
ー
に
も
来
所
さ
れ
た
。

他
地
域
で
も
、
石
綿
肺
患
者
と
思
わ
れ

m間
ヶ
部
川
明
、

る
元
造
船
工
や
パ
ッ
キ
ン
製
造
に
従
事
し

た
経
歴
が
あ
り
悪
性
中
皮
腫
に
か
か
り
現

在
入
院
中
で
も
う
一
週
間
も
つ
か
ど
う
か

と
い
う
患
者
の
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど
が

あ
っ
た
。
(
全
国
集
計
の
詳
細
は
次
号
で
)

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
障
害
で
あ
る

石
綿
肺
、
肺
ガ
ン
、
悪
性
中
皮
腫
は
ア
ス

ベ
ス
ト
曝
露
か
ら
二

0
1三
O
年
後
に
現

れ
て
く
る
。
過
去
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
大
量

使
用
の
事
実
と
現
在
も
年
間
約
二

O
万
ト

ン
を
使
い
続
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

今
後
の
被
害
拡
大
が
十
分
予
想
さ
れ
る
。

被
害
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と
も

に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
製
造
・
使
用
の
禁
止

を
早
急
に
実
現
す
る
た
め
の
活
動
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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臨
肱
市
浦
柿
似
似
火
事
但
を
不
当
『
初
世
間
鹿

解
雇
撤
回
一
求
め

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
…
…
一
労
災
申
請
べ

ユ-二』?ノハ)叫
7

しス
ν

対反木
材
関
係
の

商
社
紅
中
の
経

理
補
助

M
さ
ん

が
解
雇
さ
れ
た

の
は
ー
こ
の
一

月
末
日
の
こ
と

だ
っ
た
。

M
さ

ん
は
「
昨
年
十
月
勤
務
中
に
電

話
を
と
ろ
う
と
、
向
か
い
の
机

上
の
受
話
器
に
手
を
伸
ば
し
急

い
で
椅
子
か
ら
腰
を
上
げ
た
と

き
に
腰
を
ひ
ね
り
¥
腰
部
捻
挫

の
診
断
を
受
け
、
通
院
療
養
中

で
あ
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ひ
ご
ろ
の
協
力
を

得
て
、
解
雇
撤
回
ー
労
災
療
養

補
償
請
求
等
を
要
求
し
た
交
渉

で
は
、
就
業
規
則
に
定
め
る
退

職
届
け
す
ら
出
さ
れ
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
会
社
側
は
、

ー-E 
園
田
園-E . 
園
田

ーーー' -E -ーーーー' ーーーーー田

シ
ム
ラ
悶
附
・
争

「
解
雇
で
は
な
く

依
願
退
職
で
あ
る
」

と
言
い
張
る
ば
か

り
だ
っ
た
。

さ
ら
に
「
腰
痛

を
労
災
と
は
考
え

て
い
な
い
。
現
認

者
が
お
ら
ず
、
腰
痛
が
勤
務
中

の
も
の
と
知
ら
な
か
っ
た
」
と
「

M
さ
ん
が
同
僚
数
名
に
話
し
た

こ
と
、
診
断
書
は
会
社
に
提
出

ユ
ニ
オ
ン
と
う
な
ん

地
労
委
ヘ
最
終
意
見
陳
述

賄

叫
回
開
制
利
ム
叩
一
必
恨
凶
仰
一
以
内
一
-M

一ぷ以

村
川
掛
誠
何
作
品
却
の
偉
末
tm剛l
多国

四
月
二
日
ユ
ニ
オ
ン
と
う
な

ん
は
、
組
合
員
仲
川
君
の
労
災

解
雇
の
撤
回
要
求
を
交
渉
を
一

方
的
に
打
ち
切
っ
て
き
た
会
社

側
シ
ム
う
の
姿
勢
を
不
当
労
働

行
為
と
し
て
救
済
命
令
を
下
す

よ
う
「
最
終
陳
述
書
を
地
労
委

に
提
出
し
た
。

済
み
と
い
う
事
実
に
反
す
る
回

答
を
し
た
う
え
「
最
後
ま
で
労

労
災
申
請
へ
の
協
力
を
拒
否
し

た。
二
度
目
の
交
渉
で
も
平
行
線

を
た
ど
っ
た
た
め
ー
事
業
主
証

明
な
し
で
労
災
申
請
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
ー
認
定
「

解
雇
の
撤
回
を
勝
ち
取
り
た
い
。

地
労
委
の
審
問
に
お
い
て
、

会
社
側
の
挙
げ
た
「
勤
務
態
度

が
悪
い
」
と
い
う
理
由
が
根
拠

を
も
た
ず
、
む
し
ろ
労
災
補
償

な
ど
の
権
利
主
張
を
行
う
仲
川

君
を
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
不

安
定
な
雇
用
関
係
に
乗
じ
て
可

解
雇
し
た
こ
と
が
浮
き
ぼ
り
に

な
っ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
社
シ
ム
ラ
側
は
「
地
労
委

の
和
解
あ
っ
旋
に
「
申
立
て
の

-Eム
1
Eム

1
1
K
1」
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y
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動
を
展
開
し
て
い
く
。
す
で
に
、

四
月
三
日
に
は
「
五
O
O
人
の

東
南
地
域
セ
ン
タ
ー
傘
下
の
労

働
者
ガ
シ
ム
ラ
社
前
抗
議
デ
モ

を
行
い
、
四
月
十
八
日
に
は
「

奈
良
の
労
組
の
支
援
を
得
て
社

長
宅
へ
の
抗
議
行
動
を
行
う
な

ど
の
行
動
を
と
っ
て

き
た
。安
全
セ
ン
タ
ー
も

支
援
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

志
村
社
長
宅
(
生
駒
市
)
前
で
の
抗
議
委
耳

取
り
下
げ
以
外
の
和
解
は
な
い
」

と
拒
否
、
労
働
者
嫌
悪
を
姿
勢

に
固
執
し
て
い
る
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
解
雇
・
団
交

拒
否
の
不
当
性
を
十
分
に
立
証

し
て
お
り
「
今
後
は
、
今
秋
の

勝
利
命
令
を
め
ざ
し
て
抗
議
行

ピ州
J
町
J
川
〆
川
J
町
J
州
/
川
4

J

川

両
J
川
J
州
/
川
/
川
J
川
両
ピ
川
両
J
m
J
川
J
州
/
川
両
川
両
J
川
J
川
〆
川
J
川
J
川
〆
川
〆
川
両
J
町
J

P

l

ム
ム
ー
木
-K作
一
盛
来
一
治
川
町
艶
州
派
-
火
官
苧
仙
臥
…
し
か
し
「
七
年
前

幡
町
出
青
山
霊
寸
協
似
ふ
u侃
似

一

の

事

故

で

、

し

か

も

会
社
が
事
故
後
六
か

月
も
経
っ
て
か
ら
¥

発
生
状
況
を
偽
っ
て
伊

労
災
申
請
を
し
て
い
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
ち
ら

側
の
主
張
を
裏
付
け
る
証
拠
や

証
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
「

「
運
転
手
が
手
を
挟
ま
な
い
よ

う
に
と
注
意
し
た
」
と
い
う
会

社
側
の
証
言
を
覆
す
に
は
い
た

ら
な
か
っ
た
。
本
人
に
と
っ
て

は
不
本
意
な
が
ら
、
長
期
に
わ

た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
争
い

賄

上
積
三み
ーニ=全世

オ三重
J三 3に
と三主i、

つ卓三塁日
f[=槙

道
路
に
埋
設
し
て
あ
っ
た
ガ

ス
管
撤
去
中
、
パ
ワ
l
シ
ョ
ベ

ル
の
パ
ケ
ッ
ト
に
指
を
さ
ら
わ

れ
、
重
度
の
神
経
症
状
を
残
し

た
組
合
員
富
田
さ
ん
の
上
積
み

補
償
を
求
め
て
ユ
ニ
オ
ン
と
う

忍
ん
は
元
請
け
と
行
っ
て
き
た

交
渉
ガ
三
月
一
三
日
合
意
に
達

し
た
。ユ
ニ
オ
ン
と
う
な
ん
は
¥
富

田
さ
ん
が
指
を
さ
ら
わ
れ
た
の

は
「
誘
導
者
を
配
置
せ
ず
、
運

転
手
と
二
人
だ
け
の
作
業
と

な
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
た
め

で
あ
る
と
し
て
会
社
側
に
上
積

み
補
償
を
要
求
し
て
き
た
。

を
避
け
和
解
す
る
こ
と
と
し
た
。

富
田
さ
ん
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
「
労
災
に
被
災
し
た
未
組
織

労
働
者
の
典
型
で
あ
り
「
今
後

の
教
訓
と
し
て
生
か
し
て
い
き

た
い
。

η〆
山
】

1
i
 



右
手
に
包
帯
を
巻
い
た
朝
鮮
族
の
中
国

人
女
性

M
さ
ん
が
、
通
訳
の
た
め
付
き

添
っ
て
き
た
と
い
う
在
日
韓
国
人
の
老
人

と
と
も
に
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
の
は
、
昨

年
十
一
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
。

M
さ
ん
は
、

観
光
ビ
ザ
で
七
月
頃
に
日
本
に
入
国
し
、

九
月
か
ら
大
阪
市
内
の
靴
底
を
作
る
零
細

工
場
で
一
履
わ
れ
、
靴
底
に
サ
イ
ズ
を
印
刷

す
る
機
械
の
操
作
を
や
っ
て
い
た
。
賃
金

は
一
時
間
七
五
O
円
の
時
間
給
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
作
業
に
も
慣
れ
て
き
た
十
一

月
上
旬
の
あ
る
日
の
午
後
、
作
業
中
に
ふ

と
し
た
は
ず
み
で
右
手
中
指
の
指
先
を
機

械
に
挟
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
事
業
主
で
あ

る
主
人
は
、
車
で
彼
女
を
病
院
へ
連
れ
て

い
き
、
治
療
を
受
け
た
が
、
診
断
は
「
右

E
指
末
節
挫
滅
」
で
以
後
通
院
治
療
中
で

あ
る
と
い
う
。

相
談
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
こ

う
だ
。
な
る
ほ
ど
、
事
業
主
は
毎
日
の
通

院
の
送
り
迎
え
も
し
て
く
れ
、
と
り
あ
え

ず
怪
我
を
し
て
以
降
の
半
月
分
の
賃
金
も

も
ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
分
は
こ
の

先
ど
う
な
る
の
か
。
右
中
指
の
先
は
欠
損

と
な
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、

ど
の
程
度
の
補
償
が
受
け
ら
れ
る
の
か
。

言
葉
の
障
壁
も
あ
っ
て
、
事
業
主
の
意
思

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
も
確
認
で
き
な
い

と
い
v

つ。
労
災
保
険
未
加
入
で

不
利
益
こ
う
む
る
外
国
人
労
働
者

ど
う
も
こ
の
事
業
主
は
規
模
か
ら
言
っ

て
も
労
働
保
険
に
未
加
入
で
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
誤
解
か
ら
労
災

保
険
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
な
く
、
自
費

で
治
療
を
受
け
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
高

か
っ
た
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
最
終

的
に
労
災
保
険
法
上
彼
女
が
受
け
ら
れ
る

は
ず
の
補
償
は
危
う
い
。
こ
う
い
う
場
合

は
、
事
業
主
の
真
意
を
聞
き
、
誤
解
が
あ

る
な
ら
労
災
補
償
制
度
を
説
明
し
、
労
災

保
険
の
加
入
と
請
求
を
勧
め
た
方
が
話
し

が
早
い
。
電
話
番
号
も
分
か
ら
な
い
た
め
、

そ
の
日
の
う
ち
に
工
場
を
訪
問
し
、
主
人

と
会
う
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
主
人
と
の
話
し
は
そ
う
簡

単
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
「
す
る
こ
と
は

し
て
る
、
色
々
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
。

黙
っ
て
い
て
く
れ
た
ら
そ
れ
な
り
の
こ
と

は
す
る
ん
や
。
」

未
加
入
で
あ
っ
て
も
労
災
保
険
は
適
用

さ
れ
、
保
険
料
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
際
に

雇
っ
て
い
た
一

i
二
人
分
を
支
払
え
ば
い

い
ん
だ
か
ら
と
言
っ
て
も
、
「
そ
ん
な
こ

と
は
ち
ゃ
ん
と
相
談
に
行
っ
て
計
算
も
し

q
J
 

t
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A
 



て
も
ら
っ
て
る
」
。
奥
さ
ん
も
話
し
に
加

わ
り
、
一
向
に
と
り
あ
っ
て
く
れ
な
い
。

や
む
を
え
ず
そ
の
場
は
退
散
し
、
改
め
て

説
得
す
る
こ
と
に
し
た
。

M
さ
ん
が
受
け
ら
れ
る
労
災
補
償
を
予

測
し
て
み
る
と
、
療
養
と
休
業
、
そ
し
て

中
指
の
「
用
を
廃
し
た
も
の
」
で
障
害
等

級
十
二
級
の
障
害
補
償
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
事
業
主
と
の
や
り
と
り
で

判
っ
た
の
は
、
医
療
費
と
休
業
補
償
は
実

費
負
担
す
る
気
の
あ
る
こ
と
、
障
害
の
補

償
に
つ
い
て
は
、
お
見
舞
い
金
ぐ
ら
い
を

考
え
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
と
て
も
労
災

保
険
に
よ
る
給
付
に
と
ど
か
な
い
。
そ
れ

で
も
事
業
主
は
零
細
事
業
主
と
し
て
は
大

き
な
負
担
を
背
負
い
こ
む
こ
と
に
な
る
。

労
災
保
険
の
手
続
き
を
す
る
ほ
う
が
ど
れ

だ
け
よ
い
だ
ろ
う
か
。

説
得
の
仕
方
を
考
え
て
い
た
翌
朝
、
主

人
か
ら
電
話
が
あ
り
、
労
災
保
険
の
手
続

き
に
つ
い
て
の
質
問
。
「
や
れ
や
れ
」
と

思
っ
た
の
も
束
の
間
、
今
度
は

M
さ
ん
に

交
渉
の
経
過
が
、
通
訳
を
や
っ
て
く
れ
た

老
人
か
ら
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

彼
女
と
主
人
と
の
間
で
、
「
一
体
い
く
ら

欲
し
い
ん
や
」
「
・
・
百
万
円
」
「
何
と

い
う
こ
と
を
」
と
い
う
具
合
に
決
裂
し
て

し
ま
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
M
さ
ん
に
補
償

制
度
の
仕
組
み
と
、
心
配
し
な
く
て
よ
い

こ
と
を
説
明
し
、
主
人
に
は
所
属
す
る
と

思
わ
れ
た
事
業
団
体
な
ど
に
も
指
導
を
お

願
い
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
主
人
は

自
主
的
に
労
災
保
険
の
手
続
き
を
行
い
、

最
終
的
に
は
障
害
補
償
給
付
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
決
着
を
み
る
こ
と
が

で
き
た
。

零
細
事
業
場
労
働
者
の
実
態
を
映
す

外
国
人
労
働
者
の
労
災
問
題

観
光
ビ
ザ
で
入
国
し
た
外
国
人
労
働
者

の
仕
事
先
は
零
細
の
事
業
場
で
あ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も

仕
事
は
で
き
る
、
や
れ
ば
い
く
ら
の
儲
け

が
入
る
、
そ
う
い
う
仕
事
な
ら
来
て
も
ら

お
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
事
業
場
は
、
労
働
保
険
未
加
入

が
多
い
。
そ
こ
へ
き
て
資
格
外
就
労
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
自
費
で
な
ん
と
か
解

決
を
と
考
え
る
の
は
あ
る
意
味
で
普
通
の

こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
結
局
は
、
零
細
の

事
業
主
と
労
働
者
が
大
き
な
負
担
を
か
ぶ

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
表

に
で
て
い
な
い
同
様
の
災
害
が
多
い
こ
と

だ
ろ
う
。
M
さ
ん
は
言
葉
の
通
じ
な
い
人
々
を
相

手
に
、
大
変
心
細
い
思
い
を
し
た
に
違
い

な
い
。
そ
し
て

M
さ
ん
が
経
過
の
中
で
た

び
た
び
尋
ね
た
の
は
「
い
く
ら
も
ら
え
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
日

本
へ
く
る
た
め
に
借
金
を
し
て
き
た
か
ら

ち
ゃ
ん
と
儲
け
な
い
と
帰
れ
な
い
と
い
う
。

中
国
で
は
美
容
師
だ
っ
た
と
い
う
M
さ
ん

は
、
思
わ
ぬ
事
故
で
指
先
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
う
し
た
外
国
人
労
働
者
の
労

災
問
題
は
、
零
細
事
業
場
で
働
く
日
本
の

労
働
者
の
無
権
利
状
態
を
よ
り
鮮
明
に
表

し
て
い
る
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
一

例
で
あ
っ
た
。
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三
木
さ
ん
が
じ
ん
肺
と
診
断
さ
れ

た
の
は
随
分
前
の
こ
と
だ
と
聞
き
ま
し
た

A
N
 
三
木
昭
和
五
一
年
だ
か
ら
も
う
+
六
年

前
に
な
り
ま
す
ね
。

1

1

そ
う
す
る
と
、
今
の
じ
ん
肺
法
で

は
な
く
、
大
幅
に
改
訂
さ
れ
る
前
の
じ
ん

肺
法
に
よ
る
管
理
区
分
決
定
を
大
阪
労
基

局
か
ら
受
け
た
わ
け
で
す
ね
。
当
時
の
経

過
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
か
。

三
木
他
の
じ
ん
肺
の
人
と
同
じ
よ
う
に
、

や
っ
ぱ
り
じ
ん
肺
と
言
わ
れ
る
随
分
前
か

ら
具
合
悪
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
力
を
入
れ
る
仕
事
を
す
れ
ば
、

し
ょ
っ
ち
?
っ
血
疲
が
出
た
り
、
咳
も
ひ

ど
い
と
い
う
状
態
で
し
た
。
当
時
は
、
堺

市
の
三
井
倉
庫
港
運
で
仕
事
を
し
て
い
た

三
木
明

さ
ん

ん
で
す
が
、
入
っ
て
い
た
全
港
湾
労
組
の

一
斉
健
診
で
じ
ん
肺
で
あ
る
と
言
わ
れ
、

松
浦
先
生
に
診
断
書
を
書
い
て
も
ら
っ
て

申
請
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

じ
ん
肺
の
療
養
、
難
し
い
の
は

同
僚
の
理
解
を
得
る
こ
と

ー

l

三
木
さ
ん
の
経
験
し
た
粉
じ
ん
作

業
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
今
言
わ
れ
た
鋼

材
置
場
の
仕
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
実
際
の
感
じ
と
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

三
木
全
港
湾
で
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て

最
後
の
粉
じ
ん
作
業
が
三
井
倉
庫
で
の
仕

事
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

の
こ
ん
な
状
態
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
は
、

や
っ
ぱ
り
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
掘
削
作
業
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
じ
ん
肺
で

療
養
し
は
じ
め
た
当
時
、
職
場
の
ほ
う

で
「
な
ん
で
あ
い
つ
は
休
ん
で
お
金
を
も

ら
っ
て
る
ん
だ
。
」
と
言
わ
れ
、
会
社
の

方
か
ら
も
「
う
ち
の
会
社
で
あ
ん
な
に
な

る
は
ず
な
い
の
に
な
ん
で
う
ち
の
労
災
を

使
う
こ
と
に
な
る
ん
か
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

|
|
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
確

か
に
会
社
の
言
い
分
も
分
か
る
部
分
も
あ

ヲ匂
1
レ。

三
木
や
っ
ぱ
り
一
緒
に
働
い
て
い
た
職

場
の
同
僚
の
理
解
が
な
く
、
「
怠
け
て
い

る
」
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
は
こ
た
え
ま
し

た
。
病
気
、
だ
か
ら
実
際
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
。
全
港
湾
大
阪
支
部
で
そ
の
へ
ん
は
助

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

1

l

西
松
建
設
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
掘
削
作
業
を
し

て
い
た
当
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

三
木
昭
和
二
七
年
か
ら
三
七
年
の
問
、

少
し
期
間
は
あ
い
て
い
ま
す
が
、
西
松
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
、
地
元
の
徳
島
、
熊
本
、

F
h
d
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敦
賀
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
、
京
都
の
新
幹
線

と
現
場
を
わ
た
り
ま
し
た
。
全
部
所
属
し

て
い
た
掛
水
班
の
仕
事
で
す
が
、
粉
じ
ん

と
い
う
こ
と
で
言
う
と
、
親
方
が
大
変
仕

事
熱
心
な
人
で
、
発
破
の
後
ほ
と
ん
ど
時

間
を
置
か
ず
土
煙
の
中
を
坑
内
ヘ
入
っ
て

い
く
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
そ
の
親
方
は

も
ち
ろ
ん
じ
ん
肺
に
か
か
り
、
だ
い
ぶ
前

に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
掘
削
作

業
は
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
。

l

l

当
時
の
労
働
条
件
と
か
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
木
特
に
日
当
い
く
ら
と
い
う
の
は
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
と
し
て
は
、
他

の
土
木
作
業
な
ど
に
比
べ
て
実
入
り
は
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
危
険
が
多
い
こ
と

を
除
け
ば
、
飯
場
の
食
事
は
い
い
物
が
出

る
し
、
日
当
は
い
い
し
、
若
い
者
に
は
良

い
働
き
口
だ
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。

掛
水
班
は
七
O
人
ぐ
ら
い
の
人
が
い
て
活

気
も
あ
り
、
私
の
場
合
は
二
人
の
兄
と
弟

一
人
、
男
の
兄
弟
は
四
人
全
員
が
掘
進
夫

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

男
兄
弟
は
み
な

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
じ
ん
肺
に

ー
ー
ー
ご
兄
弟
は
今
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す

，刀三
木
一
番
上
の
兄
は
じ
ん
肺
で
四
七
才

の
時
に
亡
く
な
り
、
二
番
目
の
兄
も
現
在

じ
ん
肺
で
療
養
中
で
す
。
弟
だ
け
は
療
養

し
て
は
お
ら
ず
、
徳
島
の
山
で
木
材
関
係

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
症

状
が
で
て
く
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
あ
、
今
か
ら
考
え
れ
ば
当
時
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
い
て
じ
ん
肺
に
な
ら
ん
わ

け
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
の

粉
じ
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

|
|
現
在
の
症
状
は
ど
う
で
す
か
。
療

養
を
始
め
た
時
に
く
ら
べ
て
。

三
木
や
っ
ぱ
り
だ
い
ぶ
衰
え
た
な
と
い

う
気
が
し
ま
す
。
弁
天
町
の
駅
か
ら
診
療

所
ま
で
少
し
歩
く
の
に
、
風
邪
を
ひ
い
た

と
き
な
ん
か
は
な
か
な
か
た
ど
り
つ
け
な

い
と
い
う
状
況
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
療

養
を
続
け
て
は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
普

通
の
人
に
比
べ
る
と
衰
え
が
早
い
な
と
い

う
気
も
し
ま
す
。

|
|
今
度
の
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
訴
訟
は

管
理
区
分
の
決
定
で
療
養
を
始
め
て
か
ら

十
数
年
を
経
て
の
提
訴
と
い
う
こ
と
で
当

初
か
ら
、
時
効
の
問
題
が
出
て
い
ま
し
た

が
、
い
ま
色
々
お
聞
き
す
る
と
、
症
状
は

続
き
、
現
在
も
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
単
純
に
「
昔
の
話
だ
」
と
は
い
か

な
い
こ
と
が
良
く
判
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

体
を
大
切
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
木
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち

ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
。
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は
じ
め
ま
し
て
安
藤
で
す

新
し
く
事
務
局
員
と
な
り
ま
し
た

安
全
セ
ン
タ
ー
へ
は
大
学
の
先
輩
の
紹
介
と
い
う
こ
と
に
な
る

ん
で
し
ょ
う
か
ー
結
局
こ
の
四
月
か
ら
晴
れ
て
常
任
の
事
務
局
員

に
な
り
ま
し
た
安
藤
で
す
。
自
分
の
時
間
の
多
く
を
費
や
す
わ
け

で
す
か
ら
、
納
得
し
て
一
生
懸
命
で
き
る
こ
と
を
「
と
考
え
て
決

め
た
つ
も
り
で
す
。

最
初
は
自
分
に
し
て
は
珍
し
く
、
ち
ょ
っ
と
や
る
気
に
な
っ
て

い
た
ん
で
す
が
「
新
し
い
生
活
で
疲
れ
た
の
か
、
最
近
は
ぼ
う
っ

と
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
「

5
月
病
か
っ
・
」

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
「
気
を
つ
け
ま
す
。

若
い
と
き
の
苦
労
は
富
(
っ
て
で
も
「
と
ま
で
は
患
い
ま
せ
ん
が
可

安
全
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
の
一
員
と
し
て
皆
さ
ん
の
期
待
す
・
)

に
添
え
る
よ
う
精
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

W

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り

V

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
下

f
さ
い
。

胸部レントゲン撮影を考える
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